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西
海
道
の
古
代
出
土
文
字
資
料

一　

西
海
道
木
街

の
出
土
と
研
究

西
海
道
に
関
係
す
る
木
簡
が
最
初
に
み
つ
か
っ
た
の
は
、　
一
九
六
三
年
、
平

城
宮
跡
に
て
出
土
し
た
西
海
道
諸
国
か
ら
の
調
綿
木
簡
で
あ
っ
た
。　
一
方
、
九

州
で
の
木
簡
の
出
土
は
、　
一
九
七
〇
年
の
大
学
府
史
跡
第
四
次
調
査
蔵
司
西
地

区
に
始
ま
る
。
そ
の
後
は
、　
一
九
人
四
年
に
福
岡
県
小
郡
市
井
上
薬
師
堂
遺
跡
、

一
九
九
〇
年
に
福
岡
市
鴻
臆
館
跡
、
そ
し
て

一
九
九
六
年
に
福
岡
県
北
九
州
市

長
野
角
屋
敷
遺
跡
、
九
八
年
に
福
岡
市
元
岡

。
桑
原
遺
跡
群
、
九
九
年
に
大
分

県
国
東
市
飯
塚
遺
跡
と
、　
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
入
っ
て
か
ら
連
続
し
て
注
目

さ
れ
る
木
街
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
出
土
状
況
で
あ
っ
た
た
め
か
、
西
海
道
木
簡
に
関
す
る
研
究
は

も
っ
ぱ
ら
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
が
分
析

・
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。　
一
九

七
八
年
、
今
泉
隆
雄
氏
は
平
城
宮
跡
第
二
次
内
裏
北
外
郭
地
区
土
坑
出
土
の
西

海
道
諸
国
調
綿
付
札
二
七
点
を
検
討
さ
れ
、
木
簡
の
樹
種
に
は
針
葉
樹
が
多
い

中
で
こ
れ
ら
が
す
べ
て
広
葉
樹
で
あ
る
こ
と
、
形
態
は
切
り
込
み
の
紐
の
当
た

柴

田

博

子

る
部
分
が
鋭
角
に
な
ら
ず
丸
く
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
書
式
の
共

通
性
と
、
書
蹟
に
は
国

。
年
次
を
異
に
す
る
も
の
に
同
筆
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
付
札
は
大
宰
府
で

一
括
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
た
。
西

海
道
木
簡
研
究
の
晴
矢
と
な
る
研
究
で
あ
る
。
な
お
樹
種
に
つ
い
て
は
大
学
府

跡
で
出
土
し
た
木
簡
に
は
針
葉
樹
も
多
く
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

さ
て
、
西
海
道
の
地
域
で
古
代
の
木
簡
を
出
土
し
て
い
る
遺
跡
と
点
数
を

『木
簡
研
究
』
『全
国
木
簡
出
土
遺
跡

・
報
告
書
綜
覧
』
『太
宰
府
市
史
』
（古

代
資
料
編
）
な
ど
に
も
と
づ
い
て
集
計
し
て
み
る
と
、
質

。
量
と
も
に
大
学
府

跡
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
人
○
○
点
余
の
削
り
暦
を
ふ
く
め
、
出
土
点
数
は

一
〇

〇
〇
点
を
越
え
る
。
こ
れ
を
除
い
た
筑
前
国
で
は

一
七
五
点
、
う
ち

一
遺
跡
で

一
〇
点
以
上
の
木
簡
を
出
土
し
て
い
る
の
は
鴻
臆
館
跡
、
元
岡

・
桑
原
遺
跡
群
、

高
畑
廃
寺
の
三
遺
跡
で
あ
る
。　
一
方
、
筑
前
国
以
外
の
出
土
点
数
は
、
筑
後

・

豊
前

・
豊
後

・
肥
前

・
肥
後

。
日
向

・
薩
摩
の
各
国
と
壱
岐
島
を
す
べ
て
合
わ

せ
て
も

一
二
〇
点
に
し
か
な
ら
ず
、
筑
前

一
国
に
及
ば
な
い
。　
こ
退
跡
で
一
〇

点
以
上
の
木
簡
を
出
土
し
て
い
る
の
は
、
肥
前
国
の
中
原
遺
跡
と
豊
後
国
の
飯

塚
遺
跡
の
ニ
カ
所
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
大
隅
国

・
対
馬
鳥
で
は
古
代
木
簡
は



未
発
見
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
古
代
木
簡
の
出
土
点
数
は
圧
倒
的
に
大

学
府
跡
お
よ
び
こ
れ
を
ふ
く
む
筑
前
国
に
偏

っ
て
い
る
。
大
宰
府
跡
出
土
木
簡

に
つ
い
て
は

一
九
七
六
年
と

一
九
八
五
年
に
概
報
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
二
〇
〇

三
年
刊
行
の

『太
宰
府
市
史
』
（古
代
資
料
編
）
に
は
大
宰
府
に
関
係
が
深
い
と

思
わ
れ
る
木
簡
が
集
成
さ
れ
た
。
し
か
し
西
海
道
木
簡
の
研
究
状
況
は
、
大
学

府
跡
出
土
を
ふ
く
め
、
遺
跡
ご
と
に
別
々
に
紹
介
さ
れ
る
に
と
ど
ま
つ
て
き
た
。

こ
の
点
で
、
木
簡
学
会
九
州
特
別
研
究
集
会
は
西
海
道
出
土
木
簡
を
ま
と
め
て

取
り
あ
げ
る
初
め
て
の
研
究
会
で
あ
り
、
西
海
道
木
簡
研
究
の
第

一
歩
と
位
置

づ
け
ら
れ
よ
う
。

た
だ
、
西
海
道
の
全
体
を
見
渡
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
古
代
木
簡
は
筑
前
国

に
集
中
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
の
出
土
点
数
が
あ
ま
り
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、

検
討
材
料
と
し
て
は
限
界
が
あ
る
。
出
土
文
字
資
料
に
は
、
他
に
漆
紙
文
書
や

文
字
瓦
、
金
文
等
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
現
段
階
で
は
や
は
り
九
州
北
部
に
偏

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
九
州
中
部

・
南
部
で
も
相
当
量
が
出
土
し
て

い
る
墨
書
土
器
を
も
取
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
西
海
道
の
古
代
出
土
文
字
資
料
を

地
域
全
体
に
わ
た
つ
て
概
観
し
、
今
後
の
研
究
の
た
め
の
序
と
し
た
い
。
な
お
、

他
で
詳
細
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
大
学
府
跡
、
元
岡

・
桑
原
遺
跡
群
、
鴻
臆
館
跡
、

中
原
遺
跡
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
言
及
し
な
か
っ
た
。

一
一　
西
海
道
に
お
け
る
古
代
出
土
文
字
資
料
の
様
相

（
一
）
七
世
紀
以
前

単
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
律
令
制
下
へ
続
い
て
い
く
よ
う
な
文
字
の
使
用

は
、
九
州
で
は
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
に
始
ま
る
よ
う
で
あ

Ｚや
。ま

ず
、
土
器
へ
の
線
刻

・
ヘ
ラ
書
は
、
六
世
紀
末
～
七
世
紀
前
半
に
は
周
防

灘
北
部
沿
岸
、
遠
賀
川
流
域
や
福
岡
平
野
、
ま
た
佐
賀
平
野
で
み
ら
れ
（従
。
最

近
で
は
、
福
岡
県
大
野
城
市
の
本
堂
遺
跡
で
、
七
世
紀
第
２
四
半
期
と
み
ら
れ

る
須
恵
器
の
大
甕
の
頸
部
に

「大
神
ア
見
乃
官
」
と
ヘ
ラ
書
き
さ
れ
た
も
の
が

み
つ
か
っ
た
。
福
岡
平
野
南
部
に
は
本
堂
遺
跡
周
辺
を
ふ
く
め
広
大
な
牛
頸
窯

跡
群
が
展
開
し
て
お
り
、
須
恵
器
窯
の
操
業
に
関
わ
る
工
人
が
七
世
紀
前
半
に

部
民
と
し
て
掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
み
な
さ
れ
て
」
純
。
ま
た
ヽ

硯
や
転
用
硯
も
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
半
ば
に
は
、
周
防
灘
北
部
沿
岸
や
筑
紫

平
野
東
部
で
出
土
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆

・
墨
を
用
い
て
文
章
を
筆
記

す
る
こ
と
が
こ
の
時
期
に
は
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

木
簡
は
七
世
紀
後
半
の
も
の
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
紀
年
銘
の
あ
る
元
岡

・
桑

原
遺
跡
群
の
木
簡
を
除
け
ば
、
七
世
紀
後
半
と
判
断
で
き
る
の
は

「評
」
木
簡

で
あ
る
。
大
学
府
跡
で
は

「久
須
評
」
釜
里後
国
）
や

Д
塁
』
酌
咤
（肥
後
国
）
の




